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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

 

回次
第66期
第２四半期
連結累計期間

第67期
第２四半期
連結累計期間

第66期

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日

自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日

自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日

売上高 (百万円) 16,443 16,182 34,737

経常利益 (百万円) 745 816 2,311

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

(百万円) 459 536 1,498

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 514 566 1,693

純資産額 (百万円) 11,009 12,465 12,188

総資産額 (百万円) 24,920 26,363 26,725

１株当たり四半期（当期）
純利益金額

(円) 11.91 13.92 38.86

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 44.2 47.3 45.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 45 58 2,250

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △522 △342 △1,017

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △295 △309 △329

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 2,228 3,309 3,903
 

 

回次
第66期
第２四半期
連結会計期間

第67期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成26年７月１日
至 平成26年９月30日

自 平成27年７月１日
至 平成27年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 11.20 9.55
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

 ２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結

累計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としており

ます。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、個人消費、設備投資などに戻りの鈍さが見られるものの、企

業収益や雇用情勢が改善するなど引き続き緩やかな回復基調で推移しました。一方、中国をはじめとする世界経済

の下振れリスクなど先行きについては不透明な状況にありました。

このような状況下、当社グループは事業環境の好転を背景に受注量の確保、工事・販売原価管理の徹底に向けて

努力してまいりました。

この結果、受注高は193億３千万円と前年同四半期と比べ21億１千万円（12.3％）の増加となりました。

売上高につきましては161億８千２百万円と前年同四半期と比べ２億６千１百万円（△1.6％）の減収となりまし

たが、経常利益につきましては工事原価管理の強化により８億１千６百万円と前年同四半期と比べ７千万円

（9.5％）の増益となりました。

親会社株主に帰属する四半期純利益につきましては、５億３千６百万円と前年同四半期と比べ７千６百万円

（16.7％）の増益となりました。

繰越受注高は163億９千２百万円と前年同四半期と比べ20億６千３百万円（14.4％）の増加となりました。

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

① 屋根事業

屋根事業につきましては、セグメント売上高は143億４千８百万円と前年同四半期と比べ４千９百万円（△

0.3％）の減収となりました。

セグメント利益は７億１百万円と前年同四半期と比べ１億１千万円（18.8％）の増益となりました。

② 建材事業

建材事業につきましては、セグメント売上高は17億９千８百万円と前年同四半期と比べ２億３千４百万円（△

11.6％）の減収となりました。

セグメント利益は９千５百万円と前年同四半期と比べ５千２百万円（△35.6％）の減益となりました。

③ その他

その他につきましては、太陽光発電による売電事業であり、セグメント売上高は３千５百万円と前年同四半期

と比べ２千３百万円（183.3％）の増収となりました。

セグメント利益は１千７百万円と前年同四半期と比べ１千２百万円（223.5％）の増益となりました。

 

(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は263億６千３百万円となり、前連結会計年度末比３億６千２百万円減少と

なりました。これは主に売上債権等の回収により債権が減少したことによるものであります。

負債につきましては138億９千７百万円となり前連結会計年度末比６億３千９百万円減少となりました。これは主

に仕入債務等の支払により債務が減少したこと、確定申告納付により未払法人税等が減少したことによるものであ

ります。

純資産につきましては、124億６千５百万円となり前連結会計年度末比２億７千７百万円増加となりました。

この結果、自己資本比率は47.3％となり、前連結会計年度末45.6％を1.7ポイント上回ることとなりました。
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(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、33億９百万円となりまし

た。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況と主な要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において営業活動における資金の増加は５千８百万円となりました。主な増加要因

は、税金等調整前四半期純利益の計上額８億１千６百万円、売上債権の減少額１億６千３百万円、主な減少要因

は、たな卸資産の増加額３億５千３百万円、法人税等の支払額５億４千１百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において投資活動における資金の減少は３億４千２百万円となりました。主な減少要

因は、有形固定資産の取得による支出３億５百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において財務活動における資金の減少は３億９百万円となりました。主な減少要因

は、配当金の支払額２億８千６百万円であります。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

 

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は１億５千４百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 120,000,000

計 120,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成27年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成27年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 39,600,000 39,600,000
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は1,000株で
あります。

計 39,600,000 39,600,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成27年９月30日 ― 39,600,000 ― 1,980 ― 344
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(6) 【大株主の状況】

平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

新日鐵住金株式会社 東京都千代田区丸の内２-６-１ 6,229 15.73

日新製鋼株式会社 東京都千代田区丸の内３-４-１ 6,229 15.73

日本鐵板株式会社 東京都中央区日本橋１-２-５ 4,567 11.53

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社

東京都中央区晴海１-８-11 2,316 5.84

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社

東京都港区浜松町２-11-３ 674 1.70

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２-７-１ 580 1.46

大久保　敬一 香川県観音寺市 510 1.28

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社
（常任代理人　日本マスタート
ラスト信託銀行株式会社）

東京都千代田区丸の内１-４-５
（東京都港区浜松町２-11-３）

500 1.26

小泉　道暢 神奈川県川崎市多摩区 260 0.65

三晃金属工業従業員持株会 東京都港区芝浦４-13-23 240 0.60

計 ― 22,107 55.82
 

(注) １．上記のほか当社所有の自己株式1,035千株（2.61％）があります。

 ２．上記の所有株式数のうち信託業務に係る株式数は次のとおりであります。

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社　　            　2,316千株

日本マスタートラスト信託銀行株式会社　　　　　       　  　674千株

　　 ３．所有株式数は千株未満を切り捨てております。

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

    平成27年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

― ―
普通株式 1,035,000

完全議決権株式(その他) 普通株式 38,494,000 38,494 ―

単元未満株式 普通株式 71,000 ― ―

発行済株式総数 39,600,000 ― ―

総株主の議決権 ― 38,494 ―
 

(注) １．「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権１個）

含まれております。

　　 ２．「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式636株が含まれております。
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② 【自己株式等】

  平成27年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

三晃金属工業株式会社 東京都港区芝浦４-13-23 1,035,000 ― 1,035,000 2.61

計 ― 1,035,000 ― 1,035,000 2.61
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成し、「建築業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成27年７月１日から平成

27年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任 あずさ監査法人より四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金預金 3,965 3,371

  受取手形・完成工事未収入金等 8,754 9,080

  電子記録債権 1,510 1,464

  製品及び半製品 395 534

  未成工事支出金 924 1,118

  材料貯蔵品 724 744

  その他 2,487 2,142

  貸倒引当金 △4 △4

  流動資産合計 18,755 18,451

 固定資産   

  有形固定資産   

   土地 4,327 4,327

   その他（純額） 2,461 2,410

   有形固定資産合計 6,789 6,738

  無形固定資産 128 108

  投資その他の資産   

   退職給付に係る資産 80 113

   その他 978 951

   貸倒引当金 △7 △0

   投資その他の資産合計 1,052 1,063

  固定資産合計 7,969 7,911

 資産合計 26,725 26,363
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形・工事未払金等 7,896 4,766

  電子記録債務 - 3,011

  短期借入金 1,000 1,000

  未払法人税等 558 343

  未成工事受入金 464 563

  賞与引当金 14 13

  完成工事補償引当金 72 216

  その他 1,453 908

  流動負債合計 11,459 10,823

 固定負債   

  役員退職慰労引当金 160 159

  退職給付に係る負債 1,593 1,612

  その他 1,324 1,301

  固定負債合計 3,078 3,074

 負債合計 14,537 13,897

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,980 1,980

  資本剰余金 344 344

  利益剰余金 8,398 8,645

  自己株式 △288 △288

  株主資本合計 10,434 10,681

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 79 65

  土地再評価差額金 2,168 2,171

  退職給付に係る調整累計額 △494 △453

  その他の包括利益累計額合計 1,753 1,783

 純資産合計 12,188 12,465

負債純資産合計 26,725 26,363
 

 

EDINET提出書類

三晃金属工業株式会社(E00109)

四半期報告書

10/20



(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高 16,443 16,182

売上原価 13,490 12,945

売上総利益 2,953 3,237

販売費及び一般管理費 ※  2,208 ※  2,422

営業利益 744 814

営業外収益   

 受取配当金 4 4

 その他 1 1

 営業外収益合計 5 5

営業外費用   

 支払利息 3 3

 その他 0 0

 営業外費用合計 4 3

経常利益 745 816

特別利益   

 保険差益 15 -

 固定資産売却益 - 0

 その他 0 -

 特別利益合計 15 0

特別損失   

 支払補償費 10 -

 固定資産除却損 0 0

 特別損失合計 10 0

税金等調整前四半期純利益 751 816

法人税、住民税及び事業税 253 322

過年度法人税等 △17 -

法人税等調整額 56 △42

法人税等合計 292 280

四半期純利益 459 536

親会社株主に帰属する四半期純利益 459 536
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

四半期純利益 459 536

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 12 △13

 土地再評価差額金 - 2

 退職給付に係る調整額 41 40

 その他の包括利益合計 54 30

四半期包括利益 514 566

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 514 566

 非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 751 816

 減価償却費 164 188

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △6

 完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △30 143

 工事損失引当金の増減額（△は減少） △1 -

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 48 58

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4 △1

 賞与引当金の増減額（△は減少） △0 △0

 受取利息及び受取配当金 △4 △4

 支払利息 3 3

 売上債権の増減額（△は増加） 872 163

 たな卸資産の増減額（△は増加） 24 △353

 退職給付に係る資産の増減額（△は増加） - △10

 仕入債務の増減額（△は減少） △1,040 △67

 未成工事受入金の増減額（△は減少） 138 98

 保険差益 △15 -

 支払補償費 10 -

 その他 △482 △430

 小計 442 598

 利息及び配当金の受取額 4 4

 利息の支払額 △3 △3

 法人税等の支払額 △531 △541

 保険金の受取額 143 -

 補償金の支払額 △10 -

 営業活動によるキャッシュ・フロー 45 58

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の払戻による収入 50 -

 有形固定資産の取得による支出 △593 △305

 無形固定資産の取得による支出 △11 △35

 その他 31 △2

 投資活動によるキャッシュ・フロー △522 △342

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 配当金の支払額 △191 △286

 その他 △103 △22

 財務活動によるキャッシュ・フロー △295 △309

現金及び現金同等物に係る換算差額 - 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △772 △594

現金及び現金同等物の期首残高 3,000 3,903

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  2,228 ※  3,309
 

 

EDINET提出書類

三晃金属工業株式会社(E00109)

四半期報告書

13/20



【注記事項】

(会計方針の変更)

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基準」

（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９

月13日）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持

分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年

度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 

(四半期連結損益計算書関係)

 

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

従業員給料手当 708百万円 724百万円

役員退職慰労引当金繰入額 21 〃 21 〃

賞与引当金繰入額 4 〃 3 〃

退職給付費用 90 〃 117 〃
 

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

現金預金勘定 2,290百万円 3,371百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △62 〃 △62 〃

現金及び現金同等物 2,228百万円 3,309百万円
 

 

(株主資本等関係)

 

前第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日
定時株主総会

普通株式 192 5.0 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日
定時株主総会

普通株式 289 7.5 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　

 前第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

    (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
(注) １

合計

屋根事業 建材事業 計

売上高      

  外部顧客への売上高 14,398 2,033 16,431 12 16,443

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 14,398 2,033 16,431 12 16,443

セグメント利益 (注) ２ 590 148 739 5 744
 

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、売電に関する事業であります。

２．セグメント利益の合計744百万円は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

 当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

    (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
(注) １

合計

屋根事業 建材事業 計

売上高      

  外部顧客への売上高 14,348 1,798 16,146 35 16,182

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 14,348 1,798 16,146 35 16,182

セグメント利益 (注) ２ 701 95 796 17 814
 

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、売電に関する事業であります。

２．セグメント利益の合計814百万円は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 11円91銭 13円92銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(百万円) 459 536

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(百万円)

459 536

普通株式の期中平均株式数(株) 38,564,895 38,564,370
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年11月13日

三晃金属工業株式会社

取締役会  御中

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　安藤　　見　㊞

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　三浦　　勝　㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている三晃金属工業株

式会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成27年７月１日から

平成27年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年９月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、三晃金属工業株式会社及び連結子会社の平成27年９月30日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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